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第９章　　知　恵　

　知恵文学の起源は古く、シュメール文明
(B.C.2800)にさかのぼる。後にエジプトま
たバビロニアに広まり､王の処世術、帝王
学となった。経験から得られた知恵を主題
とする。これがイスラエルの思想に影響を
与え、イスラエルの独自な文学を形成した。

ぎょうしゅく

その知恵は人の経験を凝縮してあらわす
しゅぎょく

珠玉のことばとなる。また神のことばと同等の位置を持つようになっ
た。特に、バビロン捕囚の経験によって強められた知恵の個人主義的
立場は、聖書の伝統的または正統主義を批判する力をもっている。

キーワード
しんげん がか

ヨブ記、詩篇、箴言、コヘレトの言葉、雅歌

１,ヨブ記
  1　序曲　(1～ 2章)　　

おそ

　ヨブの人がらは、正しく神を畏れ、悪に遠ざかっていた。子ども達
と財産に恵まれ、その地で一番の繁栄を誇る富豪であった。そのヨブ
が災難を受け、財産を失い、子どもたちを失った。また原因不明の病
気になり夜も眠れない日々を苦しんだ。
　物語は、サタンが登場し、ヨブが義人と言われているのは利益を受
けるからであってのことであり、その利益を取り去れば、本性をあら

のろ のろ

わし神を呪うだろうと持ちかける。しかし、ヨブは神を呪うことなく、
なぜ苦しみを受けなければならないのかと問う。ヨブ記の主題は「義
人の苦難」である。そこで、苦しみを見かねた友人が３人、ヨブを訪
ね、苦しむヨブを慰めようとする。この３人はそれぞれ自分の人間観
に基づき、ヨブの苦しみを解明しようとする。

ヨブ・ウイリアムブレイク
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ヨブの苦しみと訴え
　わたしの生まれた日は消えうせよ。男の子をみごもったことを告げた夜
も。・・・なぜわたしは母の胎にいるうちに死んでしまわなかったのか。なぜ

いきた

生まれてすぐに息絶えなかったのか。・・なにゆえ労苦する者に光を給うの
か、・・・彼らは死を待っているが、死はこない。(3章)

　ヨブの苦しみは死をおもうほどに深刻であった。

第一の友エリファズの訪問　 因果応報説
　考えてみなさい。罪のない人が滅ぼされ、正しい人が絶たれたことがあるか
どうか。(4:7)

　第１の友人エリファズは、ヨブにはなんらかの罪があって、その結
果として、今の苦しみに至っている。人には意識せずに犯した罪もあ
るのだから、胸に手を当てて考えて見よ。必ず思いつく罪があるはず

いんがおうほうせつ

だ、と因果応報説に基づいて、ヨブが自分の苦しみを理解し解決の道
を探し出すように求める。

ヨブの苦しみと訴え
はかり

　わたしの苦悩を秤にかけるなら、それは海辺の砂よりも重いだろう。
わたしは言葉を失うほどだ。・・・絶望している者にこそ、友は忠実であるべ

ようへい

きだ。・・・地上に生きる人間は兵役のようなもの。傭兵のように日々を送ら
ねばならない。・・・忘れないでください。わたしの命は風にすぎないことを。
・・・人間とは何なのか。なぜあなたはこれを大いなるものとしこれに心を向
けられるのか。(6、7章)

　ヨブは友人エリファズに反論する。彼は苦しむヨブを対象として見
ている。忠実な友は苦しみがわかり、もっと共感的であるのではない
かと問い返している。

第二の友ビルダドの訪問　 伝統説―不可知論
きわ

　過去の世代に尋ねるがよい。父祖の究めたところを確かめてみるがよい。わ
たしたちはほんの昨日からの存在で、何も分ってはいないのだから。父祖はあ
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さと

なたを教え導き、心に悟ったところから語りかけるであろう。(8章)

　わたしたちは、経験が浅く知っているようで知らない存在である。
むかし

昔の人に学びなさい。彼らも同じ苦しみを経験し、克服してきた。

ヨブの反論
ひきゃく

　わたしの人生の日々は飛脚のように飛び去り、幸せを見る事はなかっ
きぐ いだ

た。・・・・・苦しみの一つ一つがわたしに危惧を抱かせ、無罪と認めてもら
えない事がよく分かる。わたしは必ず罪ありとされるのだ。・・・わたしの魂
は生きることをいとう。（9:25-10:1）

第３の友ツォファルの訪問　 教育説
　神があなたに対して唇を開き、何と言われるか聞きたいものだ。神が隠して
おられるその知恵を、その二重の効果をあなたに示されたなら、あなたの罪の
一部を見逃していてくださったとあなたにも分かるだろう。

きわ

あなたは神を究めることができるか。全能者の極みまでも見ることができる
よみ

か。高い天に対して何ができる。深い陰府について何が分かる。神は地の果て
よりも遠く、海原よりも広いのに。（11：5-9）

　第３は、苦しみは、人生の真理をつかむように神が与える教育であ
るという、教育説である。

　３人は因果応報説、伝統説、教育説という、わたしたちの世界にあ
る３つの人間観を代表している。しかし、彼らはヨブを納得させてい
ない。このかみあわない議論によって、ヨブ記の主題が浮かび上がっ

むく

てくる。それは、「義人が受ける苦難」の問題である。神は人の義に報
いると教えられてきたが、それは義人の苦しみを説明できない。善人
が幸せで、金持ちとは限らない。悪人で家族に恵まれている金持ちも
いる。この問題は「詩編」、「箴言」、「コヘレトの言葉」などの知恵文
学の中でもテーマとなっている。そこでは、義人も悪人も変わらない。
義人だから苦しみ悩みがなく、幸せであるとはいえず、また義人が裕
福とは限らない。むしろ悪人が長生きし、金持ちが繁栄し、人々から
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のぞ

慕われる立派な義人に災いが臨む。この問題に３人は答えきれない。
　ヨブの理解は次のとおりである。

わたしは裸で母の胎を出た。裸でそこへ帰ろう。　(1:21)

　こにヨブが語る人間理解の第１が示されている。ヨブが失った財産
たまもの

と家族、それはそもそも自分の所有ではなく、神から預かった賜物で
てばな

ある。時が来れば、手放さなければならないものであり、母の胎をで
てきたときのように、人は裸でそこに帰っていく。
　ヨブの苦しみは、今まであったものが「奪われる」ことである。彼

そうしつ

は家族と財産、また健康を失った。この喪失を苦しむ。これらを保護
してくれると思われた法律や社会制度、医学や宗教が、何の力もなく
なることがある。それがヨブの苦しみの実体と言える。
　ヨブが語る人間理解の第２は次の言葉にあらわされている。

わたしたちは神から幸福をいただいたのだから、不幸もいただこうではないか
(2:10)

　幸福と不幸、喜びと苦しみは半々である。一生をとおして幸せに過
ごす人はないだろう。また一生を不幸で過ごす人もいない。これを人

わずら

間存在の厳粛な事実と受けとめるならば、人は悩みや思い煩いから解
放される。３人の友の人間観はヨブの苦しみを解決できかなった。

ひぎ

ヨブの二つの答えは神の前に立つ人間存在の秘義を解き明かしている。
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２,詩　編

しゅ

主は羊飼い、わたしには何も欠けることがない。
主はわたしを青草の原に休ませ、
憩いの水のほとりに伴い魂を生き返らせてくださる。
主は御名にふさわしくわたしを正しい道に導かれる。
死の陰の谷を行くときも、わたしは災いを恐れない。
あなたがわたしと共にいてくださる。

むち

あなたの鞭、あなたの杖、それがわたしを力づける。
わたしを苦しめる者を前にしても、あなたはわたしに
食卓を整えてくださる。わたしの頭に香油を注ぎ、

さかずき あふれ

わたしの杯を溢れさせてくださる。命のある限り、恵みと慈しみはいつもわた
しを追う。主の家にわたしは帰り、生涯、そこにとどまるであろう。(詩篇23)

　詩篇は150の詩からなっている。その内容は祈りがあり、讃美また訴
えがある。詩は、生きる喜び、また死の経験の中から生まれる魂の言
葉であり、「神が我々から聞こうとしていることばである」とＤ.ボン
ヘッファーが言っている通りである。
　上の詩篇23はその最も有名なものである。主である神は、羊をよく
知り、愛し、必要な世話をする羊飼い、わたしたちはその羊にたとえ
られている。羊飼いと羊のあいだにある信頼や安心は、羊飼いの労苦
あがな

に贖われたものである。神と人とのこの模範的な関係が人と人、また
社会に欠かせない要素であることを歌っている。
　次に詩篇121を見よう。

あお

　目を上げて、わたしは山々を仰ぐ。わたしの助けはどこから来るのか。 わた
しの助けは来る、天地を造られた主のもとから。
どうか、主があなたを助けて、足がよろめかないようにし、まどろむことなく
見守ってくださるように。見よ、イスラエルを見守る方は、まどろむことなく、

おお

眠ることもない。主はあなたを見守る方、あなたを覆う陰、あなたの右にいま
う

す方。昼、太陽はあなたを撃つことがなく、夜、月もあなたを撃つことがない。
わざわ

主がすべての災いを遠ざけて、あなたを見守り、あなたの魂を見守ってくださ

ダビデ
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るように。 あなたの出で立つのも帰るのも、主が見守ってくださるように。今
も、そしてとこしえに。(121:1-8)

　昔から山は不変不動の存在、また永遠な存在を象徴し、それに対す
る人間の有限性の自覚をあらわしてきた。山は神がいますところ。山
を見上げることによって現実の困難を踏み越えていく。この世に絶望
した人は、山の向こうにいます神に希望を見出してきた。

しんげん

３ ,箴言

　人間の存在について、その意味や目標を主題としている。その方法
は二つの異なる事柄を対句とし、同じ事柄を平行させ、あるいは類比
によって論じていく。いくつかを抜粋しよう。

第１部　知恵
おそ あなど

・主を畏れることは知恵の初め。無知な者は知恵を侮る。(1:7)

　宗教改革の指導者カルヴァンはその著「キリスト教綱要」の冒頭で、
神を知る事と、我々自身を知る事とは結び合った一つのことの両面で
あると言う。

　・わが子よ、わたしの教えを忘れるな。わたしの戒めを心に納めよ。
　・それらを首に結び、心の中の板に書き記すがよい。(3:1-3)

第２部 　ソロモンの格言集
くちびる

　・口数が多ければ罪は避けえない。唇を制すれば成功する(10:19)
　・慈善は国を高め、罪は民の恥となる　(14:34)
　・人間の心は自分の道を計画する。主が一歩一歩を備えて下さる(16:9)

 第３部　ソロモンの箴言　補遺 25-31章

ほこ

・明日の事を誇るな。一日のうちに何が生まれるか知らない。(27:1)
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・自分の口で自分をほめず、他人にほめてもらえ。  (27:2)
・あなたの友人、父の友人を捨てるな。災いの日に、あなたの兄弟の家に行く
　な。近い隣人は遠い兄弟にまさる。(27:10)

４ ,コヘレトの言葉

　「コヘレト」は集会を教え導く賢者また知者である。作者は「エルサ
レムの王ダビデの子コヘレト」とありソロモン王をさしている。ソロ
モンは紀元前960～922年に世を治めた賢者である。しかし、本書はヘ
ブライ語で書かれていて、それも後期の地方語アラム語が主に使われ、
またギリシャの影響が強くみられる。このことから研究者は紀元前300
～400年代に成立したと言う。ソロモンの時代よりずっと後に、ソロモ
ンの名を借りて本書を権威を示しているのだと考えられている。

主題　空しさ 1章
むな

　コヘレトは言う。なんという空しさ、なんという空しさ、すべては空しい。
太陽の下、人は労苦するが、すべての労苦も何になろう。  (1:2,3)

　空しいという言葉は旧約聖書に73回使われている、本書はその中で
きょむ

40回を占めている。ここに本書の特徴「虚無思想」が見られる。イス
ラエル史上最大の知者であり、富と権勢をものにしたソロモン王の名
を借りて、コヘレトは彼が経験した人生と世界をあらゆる角度から見
渡す。そこから得た結果は多くが虚無であると共に、その中で得られ
た知恵であった。

めぐ

　日は昇り、日は沈み、あえぎ戻り、また昇る。風は南に向かい北へ巡り、 め
ぐり巡って吹き続ける。川はみな海に注ぐが海は満ちることなく、どの川も、

どうてい

繰り返しその道程に流れる。・・・・太陽の下、新しいものは何ひとつない。
見よ、これこそ新しい、と言ってみても、それもまた、永遠の昔からあり、こ
の時代の前にもあった。(1:5-10)
空しいもの　 2章
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たくわ

　快楽、笑い、事業、金銀を蓄えた。快楽も試練の一つである。賢者も愚者も
等しく死ぬ。時がある　3章　

何事にも時があり、天の下の出来事にはすべて定められた時がある。
なげ

生まれる時、死ぬ時、・・・・泣く時、笑う時、嘆く時、踊る時、・・・求める
し゜き゜

時失う時・・・愛する時、憎む時、戦いの時、平和の時。神はすべてを時宜に
かなうように造り、また、永遠を思う心を人に与えられる。それでもなお、　
神のなさる業を始めから終りまで見極めることは許されていない。（3:1-11）

二人は一人に勝る　 4章
むく

　ひとりよりもふたりが良い。共に労苦すれば、その報いは良い。倒れれば、
ひとりがその友を助け起こす。倒れても起こしてくれる友のない人は不幸
だ。・・・三つよりの糸は切れにくい。(4:9-12)

所有と賜物　　 5章
はだか

　人は、裸で母の胎を出たように、裸で帰る。来た時の姿で、行くのだ。労苦
の結果を何ひとつ持って行くわけではない。・・神から富や財宝をいただいた

きょうじゅ

人は皆、それを享受し、自らの分をわきまえ、その労苦の結果を楽しむように
定められている。これは神の賜物なのだ。　(5:14～ 18)

たまわ

  聖書は所有を神から賜ったものと考える。人は、生まれてきたとき
きび あたた

裸であったように、裸でそこに帰っていく。この厳しく、かつ温かい
事実を見つめると、すべては神からの賜物である。その賜物を用いて
よく生きるために与えられている。この事実を見失い、自分の所有と
思う時、人は執着から解放されない。

みたされない欲　人間とは何か。　6章

じゅんきょうぎゃっきょう

順境と逆境　7章
　順境には楽しめ、逆境にはこう考えよ、人が未来について無知であるように

あわ

と、神はこの両者を併せ造られた、と。(7:14)
一生のうち幸福と不幸が半々と考えるならばどんなによいだろうか。人は幸福
のみを求めて、不幸に戸惑う。「わたしたちは神から幸福をいただいたのだか
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ら、不幸もいただこうではないか」とヨブは答えている(ヨブ2:10)。

義にすぎるな
　この空しい人生の日々に、わたしはすべてを見極めた。善人がその善のゆえ
に滅びることがあり、悪人がその悪のゆえに長らえることもある。善人すぎる
な、賢すぎるな、どうして滅びてよかろう。(7:15-16)

　賢い人がその賢さによって死ぬ事があり、愚か者がその愚かさに
たくわ

よって富を蓄え、繁栄する事がある。この現実直視は賢い者が栄え、悪
かんぜんちょうあくせつ

人が滅びるという従来の勧善懲悪説や因果応報説の矛盾を批判する。
善人も悪人も変わることはないと。

顔の光　8章
　人の知恵は顔に光を添え、固い顔も和らげる。(8:1)

　内面性の豊かさは、人の表情にあらわれる。ペルソナは人格をあら
わすラテン語であるが、仮面という意味も持っている。芥川竜之介の
作品に、役者があまりにも役に入り込んで同一化し、仮面がとれなく
なったという話がある。

すべてのひとに臨むことは同様である。　9章

　同じひとつのことが善人にも悪人にも良い人にも、清い人にも不浄
な人にも、いけにえをささげる人にもささげない人にも臨む。良い人
に起こることが罪を犯す人にも起こる。

未来の事は分からない　不可知論　 10章
　賢者の口の言葉は恵み。愚者の唇は彼自身を呑み込む。・・・未来のことは
だれにも分からない。死後どうなるのか、誰が教えてくれよう。(10:12-14)

朝のうちに種をまけ　 11章
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あなたのパンを水に浮かべて流すがよい。月日がたってから、
それを見いだすだろう。・・・風向きを気にすれば種は蒔けない。
雲行きを気にすれば刈り入れはできない。・・・

ま

朝、種を蒔け、夜にも手を休めるな。実を結ぶのはあれかこれか、それとも両
方なのか、分からないのだから。(11:1-6)

　パンを水に浮かべるのは無駄と思われる。イスラエルにはまかれた
ことわざ りさん

パンが集められるという諺がある。イスラエルは離散という民族の悲
劇を繰り返してきた。エジプト時代、バビロン捕囚時代、そして紀元
70年から1948年イスラエル共和国成立まではあまりにも長い。しか
し、その分散の中を彼らは賢く生き抜いてきた。国際社会における金
融、通信、そして学問の国際性はユダヤ人によってつくられた。
　分散したものを一つに結集するというのが日本人の思考だとすれば、
彼らは持っているものを分散し、ネットワークをつくる。どれかが生
き残ると考える。だから、朝のうちに種をまきなさい。その労苦は必
ず報いられるから。

若い日　12章
　青春の日々にこそ、お前の創造主に心を留めよ。苦しみの日々が来ないうち
に。「年を重ねることに喜びはない」と言う年齢にならないうちに。

  年をとると目は薄くなり、耳は遠くなる。舌は味覚を失う。こうし
て感受性に衰えがくると、喜びや楽しみが薄くなる。それ故に、多感
なうちに創造主に心をとめよ。(12:1)

がか

５ ,雅歌

　雅歌は、万葉集で言えば相問歌にあたる。男女のあらわな情愛を劇
のシナリオの様式で表している。本書は正典編纂の段階で最後まで採
用するか否か論議されたと思われる。採用された強力な理由の一つは、
本書の神の愛と人間愛の類比である。神の愛は寝ても覚めても忘れら
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れない愛であり、同時に裏切りに対する憎しみとなって現れる。それ
ほど強い神の愛をたとえている。


